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*水産課 

 

 昭和 63年度から 3年間栽培資源調査が実施され,平成 2年度にはこの調査結果に基づいて瀬戸内海東

部ブロックおよび徳島県の資源管理指針が策定された。平成 3年度以降徳島県ではこの指針に基づいて

漁業者検討会,推進協議会等で管理計画が検討され,平成4年度に全長14cm未満の小型魚の再放流と瀬戸

内海東部ブロックで120万尾の人口種苗の放流(徳島県30万尾)を柱とする徳島県資源管理計画が決定さ

れ,平成 5年度から漁業者において管理が実行されている。本調査は資源管理実施後の管理効果を把握す

るため平成 5 年度から瀬戸内海東部ブロック全県で協力して実施されているもので,本県でも今年度も

引き続きモニタリング調査を実施した。なお,ブロック全県の漁獲統計データを用いて,ブロック全体の

年齢別漁獲尾数および同資源尾数を集計し,さらにモニタリング調査から得られた他のデータも含め,日

本栽培漁業協会が開発した放流効果評価モデルを用いてのマダイの資源管理効果の評価が進められてい

る。 

 

1 漁業実態調査 

  資源管理の効果を把握するためには,マダイ資源の年令組成上にその効果(現状の若齢魚が大部分で,

成魚が極めて少ない状態から高齢魚の比率が高くなる)が現れているかどうかを検討する必要がある。

この効果判定には,瀬戸内海東部ブロック全体の資源について検討することが必要で,そのため各県

各海域の年令別漁獲尾数を正確に捉えておく必要がある。したがって,ここでは徳島県沿岸の各海域

の調査を実施してマダイの漁獲総計データの収集整備と主要漁場における漁獲物の体長組成と年齢

組成を把握することを目的とした。 

 

材料および方法 

  播磨灘,紀伊水道におけるマダイの主要漁場は,播磨灘の小型定置網漁場,鳴門海峡の一本釣漁場,阿

南市周辺の一本釣,小型定置網漁場などがある。ここではそれぞれ主要漁協の主漁法月別銘柄別漁獲

量を集計した。また,紀伊水道では小型底びき網漁業がマダイを当歳魚主体に大量に漁獲しており,同

漁業標本船 14 隻の操業日誌からマダイの漁獲実態を把握した。 
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  また,漁獲物の体長,年齢組成については,阿南市周辺の漁獲物は椿泊漁協の小型定置網の漁獲物に

ついて月 2,3 回の頻度で周年銘柄別に体長測定,採集を行った。その他の海域のものについては,主と

して徳島公設魚市場で春と秋の主漁期に体長測定を実施した。これらのデータを用いて主要海域のマ

ダイ漁獲物の体長組成,年齢組成を求めた。体長組成から年齢組成を推定するには,赤嶺の方法(1985

年)によった。 

 

結果および考察 

1) 主要漁協の主漁法別銘柄別漁獲量 

  徳島県沿岸の主要漁協の平成 7年度のマダイ漁獲量を表 1-3 に示した。播磨灘で操業している北灘

漁協小型定置網のマダイ漁獲量は,8.9tで,前年の7.2tを上回ったものの低い水準で,ここ数年の漁獲

量の低下傾向を示している。ここでは主に 4,5 月の産卵回遊群を漁獲しており,この両月で 6.9t と 7

年度総漁獲量の 77.7%に達している。銘柄はタイ小が最も多く 4t,次いでタイとタイ中の 2.3,2.1t で

あった。 

  鳴門海峡で操業している鳴門町漁協の一本釣のマダイ漁獲量は 23.8t で,引き続き上昇傾向にある。

7 年度は となるイカナゴの不漁のため,4,5 月はほとんど漁獲がなかった。しかし,7,8 月の夏期に

2.7t づつのこの時期としては高い漁獲があげられ,10,11 月には 6.8,6.3t と好漁になった。 

  紀伊水道南部の阿南市周辺海域の小型定置網漁場で操業している椿泊漁協小型定置網のマダイ漁獲

量は 10.1t で,平成 5(4.2t),6 年度(6.2t)に比べて大幅に増加した。漁獲が多かった時期は産卵期の

4,5 月頃と 8,9 月および 11,12 月で,1t から 1.7t の漁獲量があった。銘柄は,1,2 歳の若齢魚を主体と

する小タイ,中タイが多く,それぞれ 2.9,2.3t の漁獲量があった。 

  以上のように,北灘漁協の小型定置網ではマダイ漁獲量が減少傾向を示しているが,鳴門町漁協一本

釣と椿泊漁協の小型定置網では反対に増加しており,しかも管理開始以降の平成 5,6 年の発生群であ

る若齢魚が増加しているのが特徴である。 

 

表 1 平成 7年度北灘漁協小型定置網マダイ漁獲量 
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表 2 平成 7年度鳴門町漁協一本釣りマダイ漁獲量(kg) 

 
 

表 3 平成 7年度椿泊漁協小型定置網マダイ漁獲量(kg) 

 

 

2) 播磨灘徳島県沿岸の小型定置網漁獲物の体長組成と年齢組成 

  春の小型定置網漁獲物の体長組成,平均尾叉長と年齢組成を求めるため,徳島公設魚市場での 5,6 月

の北灘周辺小型定置網漁獲物の魚体測定調査で得られた尾叉長データを使用した。図 1に示したよう

にモードの中心値から,5,6 月の漁獲物の年齢別平均尾叉長は,1 歳魚 22.2cm,2 歳魚 30.4cm,3 歳魚

35.8cm,4歳魚40.9cmで,各年齢の組成は,1歳魚77.6%,2歳魚16.3%,3歳魚3.9%,4歳魚1.7%であった。 

 

   

図 1 播磨灘徳島県沿岸の小型定置網漁業漁獲物(5,6 月) 

の尾叉長組成,年令組成および年齢別平均尾叉長 
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3) 鳴門海峡の一本釣漁獲物の体長組成と年齢組成の推定 

 春の一本釣漁獲物の体長組成,平均尾叉長と年齢組成を求めるため,徳島公設魚市場での 5,6 月の鳴

門海峡の一本釣漁獲物の魚体測定調査で得られた尾叉長データを使用した。図 2 に示したように 5,6

月の漁獲物の年令別平均尾叉長は,1 歳魚 20.9cm,2 歳魚 27.1cm,3 歳魚 33.7cm,4 歳魚 41.3cm および 5

歳魚 46.3cm で,各年齢の個体数割合は 1 歳魚 29.0%,2 歳魚 44.5%,3 歳魚 6.4%,4 歳魚 2.2%および 5歳

魚以上 0.7%であった。 

  同様に秋の一本釣漁獲物の平均尾叉長と年齢組成を求めるため,徳島中央公設魚市場での 10,11 月

の鳴門海峡一本釣の漁獲物と鳴門町漁協での同漁獲物の魚体測定調査で得られた尾叉長データを使

用した。図 3 に示したように 10,11 月の漁獲物の年令別平均尾叉長は 1 歳魚 23.9cm,2 歳魚 29.Ocm,3

歳魚 35.Ocm で,個体数割合は 1歳魚 69.5%,2 歳魚 26.1%,3 歳魚 4.4%であった。 

 

 

図 2 鳴門海峡一本釣り漁業の 5,6 月漁獲物の尾叉長組成,年令組成および年齢別平均尾叉長 

 

   

図 3 鳴門海峡一本釣り漁業の 10,11 月漁獲物の尾叉長組成,年令組成および年齢別平均尾叉長 

 

4) 紀伊水道南部の小型定置網漁業漁獲物の体長組成 

  春と秋の小型定置網漁獲物の体長組成,平均尾叉長と年齢組成を求めるため,4～6月と11,12月の椿

泊漁協小型定置網漁獲物の魚体測定調査で得られた尾叉長データを使用した。図 4 に示したように 4

～6月の漁獲物の年齢別平均尾叉長は,1歳魚 18.4cm,2 歳魚 28.Ocm,3 歳魚 35.Ocm,4 歳魚 40.3cm,5 歳
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魚 44.7cm で,その構成割合は,1 歳魚 73.3%,2 歳魚 14.1%,3 歳魚 5.1%,4 歳魚 4.1%,5 歳魚 2.6%であっ

た。ただし,このデータは,標本採集を銘柄別に層別抽出したもので,各年級群の尾叉長モードの平均

値は銘柄別に抽出しない場合と等しい泊まり考えられるが,モードの高さは当然異なり,この割合は

漁獲物の年齢組成をそのまま示すものではない。 

  同様に 11,12 月の漁獲物の年齢別平均尾叉長は,当歳魚 12.8cm,1 歳魚 23.4cm,2 歳魚 30.2cm,3 歳魚

34.8cm4 歳魚 39.2cm で,その構成割合はそれぞれ 42.5,46.9,6.0,4.2,0.4%であった(図 5)。同様にこ

の割合は年齢組成を示さない。 

 

   

図 4 紀伊水道南部小型定置網漁業の 4～6月漁獲物の尾叉長組成,年令組成および年齢別平均尾叉長 

 

   

図 5 紀伊水道南部小型定置網漁業の 11～12 月漁獲物の尾叉長組成,年令組成および年齢別平均尾叉長 

 

5) 紀伊水道の小型底びき網漁業漁獲物の体長組成と年齢組成の推定 

徳島公設魚市場での紀伊水道海域の小型底びき網漁獲物の尾叉長を測定し,同様に体長組成を年級

群に分解して年令組成を求めた(図 6)。5,6 月の漁獲物の平均尾叉長は,1歳魚 18.2cm,2 歳魚 23.5cm,3

歳魚 30.8cm および 4 歳魚 38.2cm,5 歳魚 42.5cm で,その組成は 1 歳かち 5 歳魚までそれぞれ

52.2,33.2,8.0,3.8,1.9%で,6 歳以上が 0.8%であった。10,11 月の漁獲物の平均尾叉長は,当歳魚

12.2cm,1 歳魚 23.2cm,2 歳魚 28.9cm,3 歳魚 35.8cm および 4歳魚 41.Ocm で,その組成は当歳かち 4歳

魚までがそれぞれ 45,9,42,8,8.8,1.4,0.3%で,5 歳以上が 0.9%であった(図 7)。ただし,1 歳以上につ
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いては年齢組成をそのまま示しているが,当歳魚は,小型魚の再放流が行われていることにより,他の

年級群に比べて低い組成になっていると考えられる。 

 

 

図 6 紀伊水道小型小型底びき漁業の 5,6 月漁獲物の尾叉長組成,年令組成および年齢別平均尾叉長 

 

   

図 7 紀伊水道小型小型底びき漁業の 10,11 月漁獲物の尾叉長組成,年令組成および年齢別平均尾叉長 

 

6) 紀伊水道における小型底びき網漁業のマダイ漁獲実態 

  紀伊水道の小型底びき網漁業はマダイ当歳魚の漁獲が特に多いが,この当歳魚の漁獲統計は,各漁協

において未整備の状態である。したがって,ここでは小型底びき網漁船に対して標本船操業日誌調査

を実施し,小型底びき網漁業によるマダイの漁獲実態を把握しようとした。標本船の出漁隻数,1 隻当

たり平均出漁日数,1日 1隻当たり操業回数,月 1隻当たり漁獲尾数,1日 1隻当たり漁獲尾数および体

重階層別漁獲尾数等の算出結果を表 4に示した。使用した標本船の数は 14隻,その出漁隻数は冬季に

1～4隻程減少した。標本船 1隻の 1ヶ月間の平均出漁日数と 1日 1隻当たり操業回数はそれぞれ 11.4

日と 6.0 回,月 1 隻,1 日 1 隻当たりマダイ漁獲尾数は 12.5 尾,2.1 尾であった。標本船により 1 年間

に 21,649 尾が漁獲され,このうち 100g 未満の階層がもっとも多く 14,959 尾で,全漁獲尾数の 69.1%

を占めていた。次に図 4 で示した体長組成,年齢組成図と表 4 の各体重階層別漁獲尾数から年齢別漁

獲尾数を求めた。紀伊水道で操業する徳島県の小型底びき網漁船の総数は 266 隻である。したがって,

徳島県の紀伊水道での小型底びき網漁船による全漁獲尾数は 404,000 尾で,最も多く漁獲されている
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のは当歳魚で,およそ276,000尾,小型底びき網漁獲尾数全体の68.3%を占めた。次いで1歳魚が89,000

尾,22.0%,2 歳魚 24,000 尾,5.9%であった。3歳魚以上は 1,400 尾,3.5%であった(表 5)。これを前年度

と比較すると,1 歳魚は減少,2 歳魚はほぼ等しく,3 歳,4 歳魚以上は増加したが,特に当歳魚の減少が

著しく,前年度のわずか 12.6%であった。これは当歳魚の記帳が必ずしも十分でなかったこと,また,

再放流の実施により,水揚げ尾数が減少した可能性が考えられ,今後の検討課題である。 

 

表 4 平成 7年紀伊水道小型底びき網標本船マダイ漁獲状況 

 

 

表 5 平成 7年度紀伊水道徳島県小型底びき網漁業マダイ年齢別漁獲尾数 

 

 

2 遊漁実態調査 

 鳴門海峡周辺における遊漁によるマダイの釣獲量は,平成 5,6 年度において,それぞれ 59,000

尾,199,000 尾と極めて高いことが明らかになった。同海峡における漁業によるマダイ漁獲量に比べて,

小型魚が主体であるものの尾数としては,はるかに上回る数値である。本年度も引き続き調査を継続

した。 

 

材料および方法 

  鳴門海峡で遊漁者にマダイを主対象に釣獲させる渡船業者に出漁日の遊漁者数,釣獲時間,マダイの
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体重階層別釣獲尾数およびその他の主要釣獲魚種の釣獲数などの記帳を依頼した。この渡船業標本船

は A 漁協所属の 3 隻と B 漁協所属の 2 隻で,いずれも鳴門海峡周辺で操業する。この記帳されたデー

タをもとに平成 7年度の鳴門海峡の遊漁によるマダイ釣獲実態を把握した。 

 

結果および考察        

表 6に示したように,平成 7年度中に 5隻の渡船業標本船を利用した遊漁者総数は 2,103 人で,標本

船の年間延出漁隻数は417隻であるので,標本船は1日1隻当たり5人の遊漁者を運んだことになる。

記帳された体重階層別釣獲尾数から年令別釣獲尾数を求めた。5 隻の標本船を利用した遊漁者により

釣獲されたマダイの釣獲数は3,991尾で,当歳魚492尾,1歳魚2,018尾,2歳魚1,227尾,3歳魚150尾,4

歳魚以上 104 尾であった。渡船業船 1日 1隻当たりのマダイ釣獲尾数は 9.6 尾,遊漁者一人当たり 1.9

尾であった。平成 5,6 年度の結果と比較すると,延出漁隻数は平成 5年度の 93.3%,同 6年度の 87.6%,

遊漁者総数は両年度の 91.1%,86.5%で,いずれも若干下回った。1日 1隻当たりの遊漁者数は両年度と

ほぼ同じである。しかし,マダイの釣獲数は大きく変動し,平成 7年度の総釣獲数は 5年度の 1.4 倍で

あったが,6 年度の 41.8%であった。6年度と比較すると 2歳魚は若干増加したが,1歳魚はおよそ 3分

の 1、当歳魚は 2分の 1に減少した。  

次に,渡船業船が海峡周辺で 104 隻あり,標本船により集計した遊漁者 1人当たりマダイ釣獲尾数,1

日 1隻当たり遊漁者数,渡船 1隻当たり年間延出漁日数はそれぞれ 1.9 尾,5.0 人,83.4 日であるので,

鳴門海峡での渡船業を利用した遊漁者による釣獲マダイ総数は,次のとおりおよそ 82.000 尾と算出し

た。 

1.9 尾×5.0 人×83.4 日×104 隻＝82.399 尾 

また,マダイ以外の魚種については,カサゴが周年を通じて良く収穫されており,アジ類は夏から秋

に,ベラ類は初夏と秋に,キスは夏に,メバルは 3,4 月にそれぞれ釣獲されていた。 

 

表 6 平成 7年度鳴門海峡地区渡船業標本船操業実態 
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3 マダイ人工種苗添加率調査  

本調査では資源管理指針の一つに瀬戸内海東部ブロック全体で 120 万尾の人工種苗放流を柱として

おり,このため放流された種苗がどの程度天然資源に添加するかという情報が必要である。今までに

タグ標識,鰭切除および抜去などによる放流効果調査が実施されてきたが,標識による種苗への影響

や標識の脱落の問題があり,種苗の添加率を明確にすることができなかった。瀬戸内海東部ブロック

マダイ班では,人工種苗に発生する鼻孔隔皮の奇形を標識に利用して人工種苗の添加率を把握するこ

とになり,本県も引き続き調査を継続した。 

 

材料および方法  

徳島県沿岸の播磨灘で操業する北灘漁協と紀伊水道で操業する小松島漁協および椿泊漁協の小型底

びき漁獲物のマダイ当歳魚と椿泊漁協の小型定置網漁獲物の当歳魚と 1歳魚以上を対象として鼻孔隔

皮奇形の出現率(有標識率)を算出し,それを基に漁獲物中の人工種苗の混獲率を推定した。本年度調

査魚は北灘漁協当歳魚漁獲物 597 尾,小松島漁協同魚獲物 841 尾,椿泊漁協同漁獲物 1,596 尾および椿

泊漁協 1,2 歳魚漁獲物それぞれ 629 尾,75 尾であった。 

 

結果および考察 

放流種苗は他県への海域へも回遊するので,天然資源への添加状況を把握するためには瀬戸内海東

部ブロック全体の添加率を集計する必要がある。したがって,ここでは,その前段階として徳島県沿岸

で小型底曳網漁船で漁獲されている当歳魚の中にどれほど放流魚が含まれているかを調べた。表 7に

示したように平成 7 年発生群において,播磨灘で操業する北灘漁協の小型底びき網当歳魚漁獲物を調

査したところ 597 尾中,鼻孔隔皮欠損魚は 3 尾確認され,鼻孔隔皮欠損を標識とした有標識率は 0.50%

であった。同様に紀伊水道で操業する小松島漁協の当歳魚漁獲物 841 尾調査したところ欠損魚が 5尾

確認され,有標識率は 0.59%,紀伊水道南部で操業する椿泊漁協の当歳魚漁獲物の調査ではそれぞれ

1,596 尾,7 尾および 0.44%であった。したがって漁獲物中の人工種苗の混獲率は,今年度の人工種苗の

鼻孔隔皮欠損魚の出現率が 40.1%であったので,他県の種苗の添加が無いものと仮定すれば,北灘,小

松島および椿泊漁協漁獲物では,それぞれ 1.25%,1.47%,1.10%と算出された。平成 5年発生群の当歳時

の混獲率がそれぞれ 2.95,1.57,6.77%であったのに対してこれらの値は低かったが,平成 6 年発生群

(それぞれ 1.86,0.62,0.97%)と同程度であった。また,平成 5年発生群は椿泊漁協の小型定置網の漁獲

物についてのみ 1歳時以降の調査を継続したが,その結果(表 8),1,2 歳時の調査個体 613 尾中,欠損魚

が 4 尾確認され,有標識率 0.65%と混獲率 1.48%が得られた。また,平成 6 年発生群の 1 歳時の調査結

果(表 9)は,629 尾中,欠損魚 2尾確認され,有標識率 0.32%,混獲率 0.66%が得られた。 
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表 7 平成 7年度放流群有標識率調査結果 

 

表 8 平成 5年度放流群有標識率調査結果 

 

表 9 平成 6年度放流群有標識率調査結果 

 


